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新生児聴覚検査に係る  

先天性サイトメガロウイルス感染症検査の実施状況 
    

令和５年 10 月３日付けこども家庭庁成育局母子保健課長通知「『新生児聴覚検査の実施について』の一部改正につい

て」が通知され、新生児聴覚検査で一側もしくは両側リファー（要再検）となった児に対して、生後 21 日目までにサイ

トメガロウイルスに対する尿核酸検査（等温核酸増幅法）を実施することが推奨されました。 

そこで長野県としても、県内すべてのリファー児への検査実施を目指し、長野県立こども病院の先生方にご協力を賜り

ながら診療プロトコールを作成し、令和６年７月１１日付けで、県内の新生児聴覚検査機関である分娩取扱い施設および

２次検査機関の皆様へ、『新生児聴覚検査に係る先天性サイトメガロウイルス感染症検査の実施について』のお願いをさ

せていただきました。 

令和６年度末時点での実施状況を把握すべく、令和７年１月に各分娩取扱い施設へアンケートをお送りし、回答をいた

だきました。結果は、下のグラフの通りです。県内分娩取扱い施設３７施設中、２９施設にてサイトメガロウイルス検

出のための尿検査を実施いただいていることがわかりました。多く

の新生児聴覚検査機関の皆様にご協力いただき、この場を借りて、

厚く御礼申し上げます。本当にありがとうございます。 

また、未実施と回答いただいた施設の皆様からも、リファーの際に

は早急に２次検査機関へ紹介したいというお言葉も頂き、新生児聴

覚検査の実施や先天性サイトメガロウイルス感染症の早期発見に

ご協力いただけますこと、有難く存じます。 

今後ともよろしくお願いいたします。 

 

令和６年度（2024） 新生児聴覚検査 実施状況報告 （途中経過） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度 

 
  長野県保健・疾病対策課  信州大学医学部附属病院耳鼻咽喉科頭頸部外科 

 

新生児聴覚スクリーニング検査   

実施状況調査 経過報告 

回収率 67％(２６施設／３５施設中) 

対象者数 5,760 人 

非検査数    1 人 

初回検査数 5,759 人 

パス件数 5,614 人 

確認検査数  145 人 

 パス件数   93 人 

２次検査へ   52 人 

  

 

新生児聴覚検査実施機関のみなさまには、今年度も新生児聴

覚検査の実施報告にご協力をいただき、ありがとうございます。令

和６年１２月末時点での集計状況をご報告いたします。 

 検査実施(受検)率は、99.9％と過去最高であった昨年度をさら

に上回りました。非検査数(検査を希望されない方)も１名と過去

最少となり、多くの方に受検いただけていること、そして検査の実施

を推奨くださる新生児聴覚検査機関の皆様に、改めて感謝申し上

げます。 

  難聴児支援センターとしても、引き続き啓発チラシの配布を行い

受検の推奨をすすめてまいります。お入り用の際は、いつでもご連

絡ください。今後ともよろしくお願いいたします。 

 



 

ファミリーセミナー 開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この度、年度末の人事異動で療育支援員が交代することになりました 

ので、ご挨拶させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長野県難聴児支援センター 

  TEL: 0263-34-6588 

   FAX: 0263-34-6589 

メール: mimi@shinshu-u.ac.jp 

住所：松本市旭 2-11-30 松本旭町庁舎 2階 

ホームページ  http://shinshu-nanchouji.jp 

（療育支援員 原山 綾花） 

 

ご相談、お問い合わせ 等 

お気軽にご連絡ください 

 

支援員交代のお知らせ 

今年度も難聴が発見されたばかりの０歳のお子さんとそのご家族 

を対象に「ファミリーセミナー」開催しました。今年度も３回を１クー 

ルとして実施し、１回目は信州大学医学部附属病院耳鼻咽喉科頭 

頸部外科の工教授と吉村先生から、耳の仕組みや音の伝わり方、 

難聴の原因診断から治療にかかわる『医療』のお話を、２回目は 

言語聴覚士の權田先生から、きこえやことばの育ちを支えるかかわりについてのお話、そして３回目は先

輩ママの話として、実際に難聴のお子さんを育てるお母さんからお話をいただきました。 

また同じ年のお子さんをもつご家族同士が顔を合わせる機会ともなり、和やかな雰囲気の中、よい時間

となりました。 

 

このたび、年度末の人事異動

にて、療育支援員を退任するこ

とになりました原山綾花です。 

令和３年度より、４年間お世話 

になりました。  

特に令和４年度中には、過去数年分の新生児聴覚

検査の実施状況（実施数）の再調査をさせていただ

きました。検査機関の皆様には、大変ご多忙の中、ご

協力を賜り、改めて感謝申し上げます。また難聴児や

そのご家族を支える関係機関の皆様にはいつも温か

いご支援を賜り、心から感謝いたしております。４月か

らは松本ろう学校に所属し、引き続き難聴児支援に

携わらせていただけたらと思います。 

略儀ながら書中をもちまして退任のご挨拶とさせて

いただきます。ありがとうございました。 

このたび、後任として療育 

支援員に就任いたしました 

通澤（とおりさわ）愛子と申 

します。 

これまで長野ろう学校で 10

年間、主に幼稚部・早期支援教室を担当してまい

りました。教育の現場で学んだことを生かし、セン

ターでも難聴児やご家族のサポートをしていきた

いと思います。微力ではございますが職務に専心努

力して参りたく存じますので、なにとぞ前任者同

様、ご指導ご支援を賜りますようお願い申し上げま

す。まずは書面をもって就任のご挨拶を申し上げま

す。 

よろしくお願いいたします。 

 

TEL:0263-34-6588

